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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

本研究の目的は，有限量子多体系の構造と反応を分析する計算機シミュレーション法の開発と有

限量子多体系の構造と反応の分析を進めることにある。量子系とは，原子，原子核，素粒子等，量

子力学が支配する系であり，その構造と動力学は，多自由度の関数である波動関数により記述され

る。これらの系では，系を特徴付けるパラメータである自由度の増大に対し，問題の難しさが指数

関数的に増大する。このような系の構造と動力学を明らかにするために，これまで，一方では，少

数体系ではあるが，計算機の並列化を駆使して精密計算機シミュレーションを行い，他方では，平

均場の方法や代数的方法，あるいは（半）古典的近似等により，多項式的難しさのレベルの問題と

して，系の特徴を表現（モデル化）し，これをもとに，最適解を探すといったことがなされてきた。 

本研究では，原子核系を主対象に，有限量子多体系の構造と反応と，これを分析する計算機シミ

ュレーション法について共同研究を行った。下記の連続計算科学セミナーを開催し，研究動向を分

析し，課題の整理を行った。 
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（研究成果のつづき） 

 

有限量子多体系の原子核系における最先端の課題として，新しい元素の発見－超重元素合成，ス

トレンジネスを有するハイパー核現象，多様な分子的構造，星内部における元素生成，クォーク力

学による原子核を含むハドロン系の分析等を取り上げた。これらの分析で使われている，また，新

たに提案された計算機シミュレーション技法について検討した。また，青山氏から，100 万円台で

の 1TFlops の処理性能の「スーパーコンピュータ」の試作と利用について紹介があり，計算科学を

支えるコンピュータ資源についても意見交換を行った。 

 有限量子多体系の原子核系における最先端の動向を分析し，課題を整理し，計算機シミュレーシ

ョン技法及び計算科学の役割と限界について，具体的課題に基づき，評価することができた。本研

究の成果に基づき，今後，さらに共同研究を進めることを考えている。研究成果は日本物理学会及

び関連国際会議等で報告される。 

 

「計算科学連続セミナー－有限量子多体系の構造と反応－」 

 場所： 情報基盤センター南館 108 講義室及びファカルティハウス 

 第１回 日時：２月１９日 

     講師：青山茂義氏（新潟大学情報基盤センター） 

     演題：次世代計算核物理を目指して 

 

 第２回 日時：２月２４日 

     講師：上柿英二氏（秋田大学工学部） 

     演題：原子核の分子的構造 

     講師：板垣直之氏（東京大学） 

     演題：Geometrical cluster states in light neutron-rich nuclei 

 

 第３回 日時：３月５日 

     講師：原田融氏（大阪電気通信大学工学部） 

     演題：Production and Spectroscopy of Hypernuclei 

 

 第４回 日時：３月２６日 

     講師：阿部恭久氏（大阪大学核物理研究センター） 

     演題：超重元素合成と重イオン核融合反応 

     講師：大西明氏（京都大学基礎物理学研究所） 

     演題：Phase daiagram of dense matter in strong-couplng lattice QCD 

 

講演内容の一部は，北海道大学オープンコースウェアで公開している。 

http://ocw03.ec.hokudai.ac.jp/OpenLecture/Symposium/2009/ComputationalScience/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


